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秋
風
が
心
地
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
各
支
部
か
ら
届
く
便
り
に
は
、
改

革
・
改
善
を
試
み
な
が
ら
、
歩
み
を
進

め
、
ご
尽
力
す
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

【
五
校
種
代
表
と
の
教
育
懇
談
会
】

　

八
月
に
五
校
種
代
表
の
校
・
園
長
方

と
の
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
校
・
園
の
取
り
組
み
や
課
題
を
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
会
の
活
動
に
対
す
る
沢
山
の
感

想
・
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
本
会
の
教
育
寄
与
活

動
で
す
。「
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
の
活
動
を
高
く
評
価
し
、
更

な
る
期
待
を
具
体
的
に
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、幼
稚
園
長
会
長
よ
り「
幼

稚
園
の
保
育
活
動
に
対
す
る
支
援
を
求

め
る
声
」
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
で
お
力
添
え
い
た
だ
け
る
方
が
お
り

ま
し
た
ら
、
是
非
、
本
会
事
務
局
に
ご

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
本
会
の
支
部
活
動
に
対

し
て
で
す
。
講
演
会
、
見
学
会
、
作
品

展
等
を
通
し
て
会
員
相
互
が
交
わ
り
、

絆
を
深
め
る
支
部
活
動
の
魅
力
を
共
感

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
支

部
の
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
他
支
部
の
会
員

が
「
奨
励
会
員
」
と
し
て
参
加
で
き
る

こ
と
も
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
趣
味
の

ク
ラ
ブ
や
研
修
会
等
、
入
会
後
の
活
動

の
選
択
肢
が
多
い
こ
と
を
望
む
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

本
会
会
則
に
あ
る
「
奨
励
会
員
」
制

度
が
、今
後
、更
に
広
ま
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

【
教
育
庁
表
敬
訪
問
】

　

今
年
度
も
、
東
京
都
教
育
委
員
会
教

育
長
の
坂
本
雅
彦
様
を
は
じ
め
、
次
長
、

教
育
監
、
部
長
、
課
長
方
に
、
本
会
を

代
表
し
て
ご
挨
拶
を
い
た
し
ま
し
た
。

都
教
委
の
皆
様
か
ら
、
本
会
の
教
育
寄

与
活
動
に
対
す
る
応
援
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
中
学
校
英
語

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
「
運
営
ス
タ
ッ

フ
」
の
協
力
に
つ
い
て
、
お
礼
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。
支
部
長
は
じ
め
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
応
募
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
資
産
対
策
講
演
会
の
開
催
】

　

昨
年
度
初
め
て
「
相
続
」
の
講
演
会

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
で
講

演
会
の
継
続
開
催
を
希
望
す
る
声
が
多

数
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
度
も

東
京
都
教
職
員
互
助
会
に
ご
支
援
い
た

だ
き
「
認
知
症
に
な
る
前
に
考
え
る
資

産
対
策
に
つ
い
て
」
の
講
演
会
を
一
月

に
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
場
は
昨
年
同

様
、
お
茶
ノ
水
駅
に
近
い
「
池
坊
東
京

会
館
」
で
す
。
広
い
会
場
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

都
教
委
は
じ
め
現
職
校
園
長
会
、
並

び
に
関
係
諸
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
は

本
会
の
活
動
充
実
及
び
発
展
に
欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
皆
様

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
着
実

な
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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携
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東
京
都
退
職
校
長
会
の
発
展
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目
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し
て
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京
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退
職
校
長
会
の
発
展
を
目
指
し
て

東
京
都
退
職
校
長
会

東
京
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退
職
校
長
会  

会
長
会
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田

　

⻆
田  

美
枝
子

美
枝
子
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令
和
八
年
度
の
現
職
五
校
種
代
表

と
の
教
育
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者

　

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も

　

�

園
長
会　

会
長　

鳥
居
三
千
代

　

東
京
都
中
学
校
長
会

�

会
長　

重
山　

直
毅

　

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

�

副
会
長　

山
田　

和
人

　

東
京
都
特
別
支
援
学
校
長
会

�

会
長　

村
上　

卓
郎

　

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

�

　

会
長
代
理　

坂
西　

圭
子

　
（�

都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
出
席
の
た
め
欠
席
）

概
要　

司
会
進
行
は
赤
坂
寅
夫
副
会

長
。
記
念
撮
影
、
会
長
挨
拶
、
各
代

表
か
ら
の
課
題
及

び
対
策
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
⻆
田

美
枝
子
会
長
よ
り

「
本
会
本
部
の
魅

力
あ
る
活
動
」
に

つ
い
て
、
さ
ら
に

副
会
長
・
部
長
よ

り
「
支
部
の
魅
力

あ
る
主
な
活
動
」

に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

る
。
ど
ち
ら
も
国
公
立
園
が
大
切
に

進
め
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
今

後
一
層
充
実
・
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
円
滑
な
接
続
」
に
関
し
て
は
、
小

学
校
の
理
解
を
得
て
更
に
推
進
し
て

い
き
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の

人
生
を
舵
取
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

民
主
的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り

手
と
な
る
よ
う
、
そ
の
土
台
の
部
分

を
、
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
実
践
に

よ
り
育
ん
で
い
く
。

�

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

�

会
長
代
理　

坂
西　

圭
子

　

私
た
ち
が
今
直
面
し
て
い
る
の
は
、

若
手
の
指
導
力
不
足
や
欠
員
、
ミ
ド

ル
層
の
不
足
、
特
別
支
援
の
配
置
ミ

ス
マ
ッ
チ
な
ど
の
深
刻
な
経
営
課
題

で
す
。
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、

私
た
ち
は
「
つ
な
が
る
・
学
ぶ
・
届

け
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
主
体

的
な
学
校
経
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

校
長
と
し
て
は
、
一
斉
指
導
か
ら

子
供
が
「
自
己
決
定
す
る
時
間
」
を

単
元
内
に
組
み
込
む
な
ど
の
授
業
改

善
を
す
す
め
、
教
員
に
「
伴
走
者
」

と
し
て
の
丁
寧
な
見
取
り
と
声
か
け

を
徹
底
さ
せ
て
、
学
級
の
心
理
的
安

全
性
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

校
長
会
と
し
て
は
、
都
と
の
顔
の

見
え
る
連
携
や
「
有
識
者
会
議
」
を

通
じ
て
、
主
幹
３
人
体
制
の
断
行
、

新
採
教
員
の
柔
軟
配
置
な
ど
、
現
場

の
切
実
な
人
員
・
制
度
要
望
を
力
強

く
届
け
続
け
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
ほ
ぼ
毎
月
開
催
し
て
い

る
連
絡
会
で
、
で
き
る
だ
け
詳
細
な

報
告
や
ホ
ッ
ト
な
情
報
提
供
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
１
２
５
９
名
の
校

長
が
元
気
に
明
る
く
学
校
経
営
で
き

る
下
地
と
し
て
機
能
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

�

東
京
都
中
学
校
長
会

�

会
長　

重
山　

直
毅

　

東
京
都
中
学
校
長
会
は
、
地
区
代

表
会
や
校
長
会
長
等
連
絡
会
な
ど
に

お
け
る
情
報
交
換
を
大
切
に
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
学
校
教
育
を
取
り
巻
く
課

題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
中
で
も

「
教
員
の
な
り
手
不
足
・
教
員
確

保
」
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
特
に

技
術
科
教
員
の
欠
員
は
深
刻
な
状
況

現
職
五
校
種
代
表
と
の
教
育
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
時　

８
月
26
日(

水)

13
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

場
所　

鈴
木
日
退
連
共
同
ビ
ル　

３
階
会
議
室

続
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
報
告
・
説
明

に
対
す
る
質
疑
・
応
答
・
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
相
互
理
解
と
協
力
を
深

め
た
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園・こ
ど
も
園
長
会

�

会
長　

鳥
居
三
千
代

　

園
数
は
昨
年
度
よ
り
５
園
減
の
151

園
（
う
ち
休
園
12
園
）、
総
園
児
数

は
６
２
５
２
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

特
別
な
配
慮
を
要
す
る
幼
児
の
割
合

は
全
体
の
16
％
、
外
国
籍
等
の
幼
児

は
約
11
％
で
あ
る
。
誰
一
人
取
り
残

す
こ
と
の
な
い
教
育
を
実
践
し
て
い

る
国
公
立
園
と
し
て
、
そ
の
存
在
意

義
を
示
し
、
幼
児
を
健
や
か
に
育
む

た
め
の
施
策
や
施
設
設
備
の
充
実
に

つ
い
て
、
関
係
諸
機
関
を
訪
問
し
て

協
議
し
て
い
る
。

　

次
期
幼
稚
園
教
育
要
領
等
の
改
訂

に
向
け
令
和
７
年
９
月
に
出
さ
れ
た

「
論
点
整
理
」
で
は
、「
直
接
的
・

具
体
的
な
体
験
の
一
層
の
充
実
」「
幼

児
教
育
と
小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な

接
続
の
推
進
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
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業
務
運
営
改
善
委
員
会
報
告

�

委
員
長
　
　
宇
津
木
順
一

　

本
委
員
会
か
ら
２
点
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

一
つ
は
、
会
則
の
検
討
に
つ
い
て

で
す
。

　

現
在
の
会
則
で
、
会
の
運
営
や
活

動
の
上
で
、
課
題
等
が
あ
る
と
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
内
容
の

変
更
は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

ま
で
会
則
に
つ
い
て
部
分
的
な
加
除

修
正
等
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
た
め
て
文
言
を
整
理
し
て
表
現

を
整
え
た
い
と
考
え
ま
す
。
整
理
が

で
き
た
と
こ
ろ
で
支
部
長
会
で
ご
検

討
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
は
、
個
人
情
報
保
護
に
関
し

て
で
す
。

　

会
則
第
30
条
に
「
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
方
針
を
別
に
定
め
る
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

現
在
、
本
委
員
会
で
個
人
情
報
の
扱

い
に
つ
い
て
、
特
に
個
人
情
報
の
保

護
の
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
内
容
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
支
部

長
会
で
検
討
い
た
だ
き
、
規
程
等
と

し
て
定
め
、
あ
ら
た
め
て
共
通
理
解

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
す
。

　

ま
た
、「
不
登
校
」
に
つ
い
て
は
、

初
め
て
減
少
に
転
じ
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
対
応
へ
の
支
援
を
充
実
し
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
修
学
旅
行
」
に
つ
い

て
も
、
物
価
高
騰
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
影
響
な
ど
に
よ
り
見
直
し
が
進
み
、

こ
の
数
年
で
100
校
を
超
え
る
学
校
が

関
西
方
面
か
ら
他
地
域
へ
行
き
先
を

変
更
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
610
名
の
校
長
が
「
情
報

を
力
に
」「
一
枚
岩
で
」
を
合
言
葉

に
組
織
的
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
京
都
退
職
校
長
会
の
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
温
か
い
御
支
援
と
御
助
言

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

�

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

�

副
会
長　

山
田　

和
人

　

都
立
高
等
学
校
は
、
社
会
の
急
激

な
変
化
と
生
徒
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、

学
校
の
個
性
化
・
特
色
化
を
一
層
推

進
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

各
校
が
自
校
の
特
色
を
磨
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
都
立
高
校
全
体
の
価

値
向
上
を
図
る
た
め
、
主
体
的
か
つ

戦
略
的
な
学
校
経
営
を
進
め
て
い
る
。

校
長192

名
の
結
束
を
強
め
、
全
国

高
等
学
校
長
協
会
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

都
教
育
委
員
会
で
は
令
和
７
年
度

よ
り
「
都
立
高
校
の
魅
力
向
上
懇
談

会
」
が
開
始
さ
れ
、
令
和
８
年
度
に

は
三
つ
の
専
門
部
会
が
設
置
さ
れ
た
。

現
場
の
課
題
を
施
策
に
反
映
す
る
体

制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

令
和
９
年
度
予
算
要
望
で
は
、
特

色
化
推
進
の
た
め
の
財
政
措
置
、
教

職
員
の
処
遇
改
善
と
業
務
縮
減
、
施

設
・
設
備
整
備
、
授
業
力
向
上
の
人

的
条
件
、
部
活
動
の
充
実
、
学
校
経

営
支
援
体
制
の
強
化
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
、

都
立
高
校
の
持
続
的
発
展
と
信
頼
確

保
に
つ
な
が
る
。

東
京
都
特
別
支
援
学
校
長
会

�

会
長　

村
上　

卓
郎

　

本
会
の
主
な
取
組
に
つ
い
て
説
明

い
た
し
ま
す
。
本
会
で
は
、
定
例
の

校
長
連
絡
会
に
お
い
て
、
全
体
会
及

び
障
害
種
別
（
視
覚
障
害
、
聴
覚
障

害
、
肢
体
不
自
由
、
知
的
障
害
、
病

弱
）
の
分
科
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

分
科
会
で
は
、
各
校
の
課
題
を
共
有

し
た
り
、
主
要
施
策
等
に
関
す
る
意

見
交
換
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
校
長
連
絡
会
の
お
お
む
ね

２
週
間
を
目
途
に
、
運
営
調
整
会
議

及
び
役
員
会
を
開
催
し
、
教
育
庁
か

ら
の
施
策
等
の
説
明
を
受
け
る
と
と

も
に
、
各
校
が
抱
え
る
課
題
の
共
有

や
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て
お
り
ま

す
。

　

研
修
事
業
と
し
て
は
人
権
研
修
会
、

人
材
育
成
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

特
に
人
材
育
成
講
習
会
で
は
次
代
の

学
校
経
営
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
研

究
事
業
で
は
、
各
校
の
研
究
活
動
や

学
校
経
営
上
の
工
夫
等
、
日
頃
の
取

組
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
に
て
共
有
し
、

都
立
特
別
支
援
学
校
全
体
の
教
育
力

及
び
学
校
経
営
力
の
向
上
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
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令和8年度　本部役員・事務局長
会　長　⻆田美枝子　（品　川）	 会務の統括・代表
副会長　赤坂　寅夫　（千葉南部）	 総務部担当
　〃　　皆川　　清　（町　田）	 会計部担当
　〃　　田中　政美　（北多摩北部）	生涯学習部担当
　〃　　福島　良樹　（八王子）	 情報推進部担当

筆頭相談役　桐谷　澄男　（千葉南部）
相談役　　　西田　敦子　（日　南）
　〃　　　　宇津木順一　（西多摩）
監　事　　　澤海　富保　（北多摩西部）
　〃　　　　山内　俊久　（　北　）
　〃　　　　大澤　正子　（渋　谷）
事務局長　　直井　一郎　（大　田）

1 千代田・中央 鈴木　正孝
1 港 野々山　毅
1 新 宿 佐藤　正吉
1 文 　 京 小林　　博
1 台 　 東 上村　　肇
1 墨 　 田 松岡　一行
1 江 　 東 加村　隆治
3 品 　 川 名倉　俊一
3 目 　 黒 松村由紀子
3 大 　 田 直井　一郎
3 世 田 谷 髙橋　明嗣
1 渋 　 谷 𠮷川　光子
4 中 　 野 遠藤　好俊
4 杉 　 並 井口　　茂

5 豊 　 島 野村　　清
5 北 加藤紀美子
5 荒 　 川 桜庭　清徳
5 板 　 橋 橋本由美子
5 練 　 馬 梅村　　勝
2 足 　 立 大兼　茂子
2 葛 　 飾 十川　　豊
4 江 戸 川 神田　　茂
4 八 王 子 松澤　茂久
4 町 　 田 新保富二夫
4 日 　 南 宍戸　武昭
3 武蔵野・三鷹 梅津　道郎
5 北 多 摩 北 部 中山　悦夫
4 北 多 摩 中 部 鹿田　克己

3 府 　 中 志賀　定一
3 調 　 布 榎本　　勉
3 狛 　 江 𠮷田　和夫
5 北 多 摩 西 部 新藤　久典（代行）
4 西 多 摩 村野　久子
1 大 　 島 増木　米孝
1 三 宅 島 櫻田　昭正
2 千 葉 南 部 宮内　太一
2 千 葉 中 部 菅原　賢男
2 千 葉 西 部 齋藤　二郎
2 千 葉 北 部 坂入　信敏
5 埼 玉 県 阿部　好三
4 神 奈 川 県 宮川　　博

　1～5  ブロック番号

令和8年度　支部長一覧

部・部長（副部長）
総 務 部 志 賀 定 一 会 計 部 中 山 三 夫 広 報 部 榎 本　 勉
福利厚生部 遠 藤 好 俊 生涯学習部 湯 地 和 夫 情報推進部

クラブ・クラブ長
絵 画 関 口 修 司 写 真 岡本喜美子 ソフトテニス 石 原 容 子 釣 り 町 田 静 隆
囲碁クラブ、園芸クラブ、短歌クラブは休部中です

特別委員会・委員長
予 算 検 討 桐 谷 澄 男 業務運営改善 宇津木順一 教育研究 PT 草 野 一 紀
会員増強PT 三 原 一 浩 ホームページ 福 島 良 樹

PT：プロジェクトチーム

東京都退職校長会「認知症になる前に考える資産対策について」講演会のご案内
　会員の皆様全員を対象にした講演会です。会員に身
近な「資産対策」を取り上げました。
　昨年度は皆様に関わる「分かりやすい『相続』の話」
を専門家にしていただき大好評でした。
　会員の皆様の参加をお持ちしています。
日時：令和 9 年 1 月 20 日（水）（受付 12 時 30 分）
　　　午後 1 時〜 1 時 50 分　（2 時より支部長会）
講　演：「認知症になる前に考える資産対策について」
講　師：相続診談士　岡橋伸樹 様
場　所：池坊東京会館 5 階
＊住所：千代田区神田駿河台 2-3-12

　・ JR 御茶ノ水駅　水道橋口　徒歩 4 ～ 5 分
　・東京メトロ丸の内線　御茶ノ水駅　徒歩 6 分
　・東京メトロ千代田線　新御茶ノ水駅　徒歩 8 分
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令
和
八
年
度
の
第
一
回
会
員
研
修

会
は
五
月
十
八
日
（
月
）、
総
会
終

了
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
八
王
子
支
部
会
員
の
源
原

重
行
先
生
。「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
花
々
と

人
々
の
生
活
」
と
い
う
演
題
で
ス
ラ

イ
ド
を
映
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
退
職
後
、
植
物
図
鑑
を
片

手
に
利
尻
・
礼
文
、
知
床
か
ら
西
表

島
ま
で
全
国
を
歩
き
数
多
く
の
植
物

を
観
察
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

六
十
五
歳
に
な
ら
れ
た
時
、
転
機

が
訪
れ
ま
し
た
。「
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
き
」

の
誘
い
が
あ
り
、
最
初
は
恐
れ
を
な

し
て
躊
躇
さ
れ
ま
し
た
が
思
い
切
っ

て
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
五
回
も
登
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
は
「
我
が
人
生
で
最
高
の
体
験
で

あ
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
極
寒

の
不
毛
の
地
に
生
き
る
植
物
、
ま
さ

に
環
境
に
適
応
し
た
植
物
体
の
つ
く

り
、
特
に
青
い
芥
子
の
花
に
か
か

わ
っ
て
は
画
家
の
堀
文
子
氏
に
ま
で

話
題
が
広
ま
り
ま
し
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
生
き
る
人
々
、主
に「
シ
ェ
ル
パ
」

と
し
て
生
き
る
素
朴
な
生
活
に
も
心

第
一
回
会
員
研
修
会
報
告

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

絆
を
大
切
に

世
田
谷
支
部
長　

髙
橋
明
嗣

　

世
田
谷
支
部
は
、
正
会
員
が
百
名

を
越
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、
特
別

会
員
を
入
れ
て
百
名
と
減
少
し
て
い

る
。
会
員
増
を
目
指
す
取
り
組
み
は
、

支
部
の
課
題
で
あ
る
。
現
職
校
長
会

へ
の
働
き
か
け
や
学
校
へ
の
訪
問
等

を
続
け
て
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
講
演
会
で
は
、
区
の
広
報

に
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
、
区
民
の
方

の
参
加
も
呼
び
か
け
て
い
る
。
脳
ト

レ
教
室
、
笑
い
ヨ
ガ
の
実
施
、
算
数

の
実
践
的
な
話
で
区
民
の
方
の
参
加

が
あ
っ
た
。
私
達
の
活
動
を
知
っ
て

頂
く
機
会
と
位
置
付
け
て
い
る
。
今

後
、
退
職
公
務
員
連
盟
と
の
共
催
も

考
え
て
い
る
。

　

会
員
の
研
修
と
し
て
今
年
度
は
、

江
戸
東
京
博
物
館
の
見
学
を
実
施
し

好
評
を
得
た
。
さ
ら
に
ボ
ッ
チ
ャ
公

式
審
判
員
の
会
員
の
指
導
で
大
会
を

楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る
。

　

渋
谷
支
部
は
発
足
六
十
八
年
。
幼

小
中
高
等
学
校
の
先
輩
方
が
脈
々
と

支
部
の
活
動
を
繋
い
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
支
部
総
会
、
研
修
・
見
学
会
、

会
員
交
流
会
、
現
職
校
長
会
役
員
と

の
懇
談
会
。
現
在
は
学
校
運
営
協
議

会
委
員
や
渋
谷
区
ハ
チ
公
大
学
等
の

講
師
な
ど
に
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
後
の
見
学
会
は
社
会
科
等

専
門
の
会
員
を
講
師
に
大
井
の
大
ぼ

と
け
、
浅
草
寺
伝
法
院
、
南
極
北
極

科
学
館
で
は
地
球
環
境
の
課
題
を
学

び
ま
し
た
。

　

総
会
時
の

教
育
長
に
よ

る
講
演
会
な

ど
、
長
年
先

輩
方
が
取
り

組
ま
れ
た
活

動
を
財
産
と

し
、
今
後
も

研
修
を
柱
に

し
た
支
部
活

動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま

す
。

支
部
だ
よ
り

令和８年度渋谷支部総会
（前列：�大沼前支部長・赤坂本部副会長、

渋谷区長・教育長・小中校長会長）

が
惹
か
れ
ま
し
た
。

　

僅
か
三
十
分
と
い
う
短
い
時
間
で

し
た
が
、
先
生
の
八
十
五
歳
と
は
思

え
ぬ
張
り
の
あ
る
声
が
会
場
に
響
き

亘
り
、
参
加
者
は
食
い
入
る
よ
う
に

視
聴
し
て
い
ま
し
た
。
奇
し
く
も
十

日
後
の
二
十
九
日
は
「
エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
記
念
日
」。
平
凡
に
生
き
て
い

る
筆
者
に
は
強
烈
な
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
源
原
先
生
は
現
在
も
上
高
地

や
多
摩
地
域
で
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い

る
と
い
う
そ
の
意
欲
的
な
行
動
力
に

圧
倒
さ
れ
た
三
十
分
で
し
た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

も
っ
と
聞
き
た
い
と
い
う
回
答
が
殆

ど
で
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

昭
和
・
平
成
、
令
和
へ
と

　
先
輩
方
が
残
さ
れ
た
も
の

渋
谷
支
部
長　

𠮷
川
光
子
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

入
会
に
あ
た
り
ま
し
て

荒
川
支
部　

津
田
利
枝

　

昨
年
度
、
荒
川
支
部
の
定
期
総
会

及
び
懇
親
会
に
ご
招
待
い
た
だ
い
た

ご
縁
で
、
本
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
諸
先
輩
方
に
お
会
い
し

た
り
、
名
簿
に
お
名
前
を
見
つ
け
た

り
し
、
こ
れ
ま
で
の
教
員
生
活
の
懐

か
し
い
思
い
出
が
鮮
明
に
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
定
年
延
長
に
よ
り
、
特

例
任
用
一
年
目
と
し
て
荒
川
区
立
ひ

ぐ
ら
し
小
学
校
に
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
で
三
十
七
周
年
と
な
る

本
校
は
、
平
成
元
年
に
統
合
新
校
と

し
て
十
二
学
級
で
ス
タ
ー
ト
し
た
学

校
で
す
が
、
近
年
の
日
暮
里
地
区
再

開
発
に
よ
り
、
現
在
は
、
全
一
九
学

級
、
児
童
数
は
約
六
〇
〇
人
に
増
加

し
ま
し
た
。

　

日
々
、
困
難
も
多
い
現
場
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
活
気
と

笑
顔
に
包
ま
れ
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
う

と
共
に
、
幸
せ
を
か
み
し
め
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

足
立
支
部　

齋
藤
由
美
子

　

私
は
、
令
和
七
年
三
月
に
六
十
歳

で
役
職
定
年
し
、
現
在
は
、
特
例
任

用
校
長
と
し
て
足
立
区
立
千
寿
桜
堤

中
学
校
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

退
職
の
節
目
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

方
が
退
職
後
も
様
々
な
活
動
を
通
し

て
、
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
日
常
の
校
務
に
追

わ
れ
る
日
々
で
す
が
、
少
し
で
も
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
入
会
し
ま
し

た
。

　

教
員
に
な
っ
た
時
代
か
ら
、
社
会

環
境
は
も
ち
ろ
ん
学
校
教
育
も
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
み
、
他
人
や
自
然
を

愛
す
る
心
を
培
う
教
育
は
、
揺
る
ぎ

な
い
本
質
的
価
値
で
あ
り
、
私
た
ち

が
守
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

新
し
い
令
和
の
教
育
を
支
え
る
た

め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
感
謝
の
気
持
ち
と
笑
顔
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
入
会
員
の
声
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承 23-企-51(2402)

厚生労働省認可  

教職員共済生活協同組合 東京都事業所 

 
TEL：03-3230-0818 

〒  東京都千代田区一ツ橋2-6-2 日本教育会館5F 

防防災災情情報報のの  

ココララムムははここちちらら  

栄えの受章お祝い申し上げます。　（敬称略）
（令和 8 年 7 月 25 日現在　本部に届けがあった方々）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

高齢者叙勲受章会員

瑞宝双光章（14名）
小林　時平（千葉中部）
高山　尚三（八王子）
田端　七郎（八王子）

中村　　進（八王子）
山﨑　裕夫（八王子）
羽豆　成二（北多摩北部）
大須賀敬子（新　宿）

田村萬里子（千葉西部）
芝田　武司（練　馬）
小池　文子（日　南）
中野　和也（日　南）

塚本　吉紀（八王子）
伊地　敦子（北多摩北部）
角田　和弘（埼　玉）

（福利厚生部長　遠藤　好俊）

令和 9 年度 新年懇親会のお知らせ
○日時：令和 9年1月24日 (日 ) 午後1時～3時
○会場：主婦会館プラザエフ　7階カトレア
　�詳しくは 10月 21日の第 2回支部長会でお伝えし、支
部毎に参加者を取りまとめていただきます。皆様、奮っ
てご参加ください。
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応
募
コ
ー
ナ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

会
報
は
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
で
す
。
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

支
部
、
本
部
の
活
動
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
方
々
の

今
を
お
伝
え
で
き
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
回
紹
介
し
た
の
は
、

千
葉
地
区
の
支
部
間
交
流
活
動
の

成
果
で
す
。

　

俳
句
や
短
歌
な
ど
も
ク
ラ
ブ
だ

け
で
は
な
く
個
人
的
に
な
さ
っ
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
声
を
お
か
け
く

だ
さ
い
。
短
歌
や
俳
句
以
外
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。�

（
編
集
子
）

　

台
風
や
秋
雨
前
線
の
影
響
で
大
雨
が

続
き
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
心
を
痛
め

た
９
月
で
し
た
。
会
員
に
被
害
が
及
ば

な
か
っ
た
か
、
と
て
も
気
懸
り
で
す
。

　

今
号
は
、
８
月
に
開
催
さ
れ
た
現
職

五
校
種
代
表
と
本
会
と
の
教
育
懇
談
会

の
報
告
を
2
頁
程
で
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
幼
・
小
・
中
・
高
・
特

別
支
援
学
校
代
表
の
方
々
が
ご
寄
稿
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
現
在
進
め
て
お
ら
れ

る
こ
と
や
課
題
が
良
く
分
か
り
、
新
鮮

で
得
難
い
情
報
で
す
。
支
部
の
活
動
等

に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
西
田
敦
子
）

編
　
集
　
後
　
記

（令和 8 年 9 月 25 日　届出現在）

（
福
利
厚
生
部
長　
　

遠
藤　

好
俊
）

氏　

名

年
月
日
支
部
名

校種

年齢
名簿頁

柳
瀬
　
喜
晴

7
・
11
・
18
世
田
谷

小

95
11

井
澤
　
　
修

8
・
2
・
23
武
蔵
野
・
三
鷹

中

92
40

美
作
　
洋
一

8
・
4
・
3
練
　
馬

小

92
23

新
田
　
豊
作

8
・
4
・
18
板
　
橋

小

90
20

奥
田
　
豊
廣

8
・
5
・
10
町
　
田

養

100
34

榎
本
　
　
徹

8
・
5
・
14
世
田
谷

中

94
11

新
宅
　
英
彦

8
・
6
・
8
北
多
摩
西
部

小

90
50

冨
澤
　
　
榮

8
・
6
・
13
千
葉
西
部

小

103
60

森
川
　
　
亮

8
・
6
・
23
八
王
子

中

95
30

檜
森
　
　
宏

8
・
7
・
5
江
戸
川

中

97
27

岡
田
　
啓
孝

8
・
7
・
19
日
　
南

小

75
38

田
端
　
七
郎

8
・
7
・
23
八
王
子

中

89
31

野
口
　
玲
子

8
・
7
・
31

北

小

95
18

前
田
　
　
烈

8
・
9
・
7
千
葉
中
部

中

87
59

齊
藤
　
德
藏

8
・
9
・
13
千
葉
西
部

小

82
61

応
募
コ
ー
ナ
ー

千
葉
西
部
支
部

　

俳
句
ク
ラ
ブ

山
裾
に
萱
草
一
輪
手
招
き
す

�

黒
川
貞
夫

夏
場
所
や
美
し
き
四
股
沸
き
返
る

�

立
田
洽
子

咲
き
誇
る
バ
ラ
に
二
人
の
笑
顔
か
な

�

実
川
栄
一

絹
さ
や
の
旬
の
彩
り
お
み
そ
汁

�

齊
藤
と
も
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
種
の
旅
立
ち
畦
の
道

�

小
口
榮
寿

初
夏
の
幼
児
よ
ち
よ
ち
水
飲
み
場

�

早
坂
ひ
と
み

夏
立
つ
や
田
の
字
に
並
ぶ
樹
木
墓
碑

�

宇
田
川
嘉
一

お
ー
い
雲
呼
び
か
け
て
み
る
風
薫
る

�

橋
本
孝
枝

外
廻
廊
板
目
を
転
ぶ
竹
落
葉

�

齋
藤
二
郎

千
葉
北
部
支
部
（
支
部
間
交
流
）

春
き
ざ
す
ト
ン
ネ
ル
多
き
房
総
路

�

西
嶋
新
吉

晩
年
の
二
人
の
く
ら
し
梅
の
花

�

西
嶋
久
美
子

音
消
し
て
軒
に
積
も
り
し
綿
の
雪

�

小
宮　

誠

千
葉
南
部
支
部
（
支
部
間
交
流
）

ス
キ
ヤ
キ
で
祝
う
正
月
八
十
路
か
な

�

宮
内
太
一

俳
句

埼
玉
県
支
部

　

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
「
吟
行
会
」

虫
の
音
に
合
わ
せ
思
わ
ず
わ
ら
べ
う
た

�

東
條
康
永

草
臥
れ
て
ベ
ン
チ
の
脇
の
鶏
頭
草

�

三
原
一
浩

集
ま
り
て
見
沼
の
龍
神
花
宴

�

濵
名
啓
三

け
ぶ
る
ご
と
春
は
来
る
な
り
見
沼
路
に

�

中
川　

一

ほ
っ
こ
り
と
皆
で
歓
ぶ
花
見
か
な

�

森
山
裕
夫

手
を
取
り
て
桜
回
廊
行
く
二
人

�

阿
部
好
三


